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ある男性の一言 

  

 長井「小さな親切」の会が主催する市内の朝清掃のボランティアが、毎年８月

に開催される。長井中央ロータリークラブも毎年参加している、ささやかな地域

貢献活動である。市内にある「白つつじ公園」に朝６時に集合し、ごみ袋を片手

に市内を練り歩き、吸い殻や空き缶等を拾っていく。 

あまり朝が得意ではない小生にとって６時集合はなかなか辛い。眠い目をこす

りながら今年もギリギリの時間に集合場所へと向かった。今年は天気にも恵まれ

とても清々しい朝だった。朝が得意ではない小生だが、心身共に前向きになる感

覚が分かる。早起きも悪くないな・・・そんな独り言を呟きながら、当クラブの

メンバーを探し挨拶をかわした。 

一通りの説明を聞き、何人かのグループに分かれ市内に散らばった。ごみを拾

いながら数分歩いていると、ある男性が店舗の前をほうきで掃いていた。朝早く

から大変ですねと声をかけると、従業員が来た時に気持ちが良いようにな、との

返答。お客さんを迎える準備と思っていた小生は驚いたのと同時に自分の日常を

思い浮かべた。 

店舗（会社）を大切に想う事、一緒に働く仲間を大切に想う事。はたして小生

はこの男性の様に日々を過ごしているだろうか。 

早起きも悪くないなと再び思いながら、より清々しい気持ちになり活動を終え

た。 


